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て
い
る
。
同
法
案
に
関
係
す

る
省
庁
、
関
係
団
体
が
９
カ

所
に
上
る
こ
と
を
指
摘
。
現

在
は
各
省
庁
に
よ
っ
て
ば
ら

ば
ら
に
政
策
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
総
合
的
に
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
強
調
し
た
。「
多
文

化
共
生
の
時
代
を
迎
え
、
日

本
語
教
育
を
充
実
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
も
き
ち
ん
と
し
た
政
策
を

作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

学
生
の
中
か
ら
も
日
本
語
教

師
を
目
指
す
人
が
数
多
く
出

て
ほ
し
い
」
と
結
ん
だ
。

　
専
修
大
学
日
本
語
日
本
文

学
文
化
学
会
は
、
文
学
部
の

日
本
語
学
科
、
日

本
文
学
文
化
学
科

の
学
生
、
大
学
院

生
、
教
員
で
組
織

す
る
。
研
究
会
を

実
施
し
紀
要『
専

修
国
文
』
を
発
行

し
て
い
る
。

る
通
年
科
目
。
今
年
度
は
学

芸
員
資
格
取
得
を
目
指
す
３

年
次
生
以
上
51
人
が
受
講
し

て
い
る
。

　
12
月
に
実
施
し
た
後
期
の

展
示
実
習
の
統
一
テ
ー
マ
は

「
博
物
館
実
習
」。
各
コ
マ

の
受
講
生
が
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス

１
〜
２
個
と
壁
面
展
示
を
担

当
し
、「
概
要
」「
知
識
」「
体

験
」「
お
ス
ス
メ
し
た
い
」

の
四
つ
の
題
目
に
添
っ
て
展

示
を
構
成
し
た
。
博
物
館
実

習
室
と
展
示
実
習
室
を
本
格

的
に
活
用
す
る
形
と
な
っ

た
。

　
金
曜
１
限
チ
ー
ム
は
実
習

の
概
要
紹
介
を
担
当
。
授
業

で
実
施
し
た
ス
ケ
ッ
チ
や
拓

本
の
様
子
を
、
実
物
資
料
と

と
も
に
パ
ネ
ル
で
紹
介
し

た
。
手
前
に
配
置
す
る
の
は

資
料
か
説
明
パ
ネ
ル
か
。
思

案
す
る
学
生
に
髙
島
准
教
授

が
「
見
る
人
に
何
を
一
番
に

伝
え
た
い
か
考
え
て
」
と
助

言
す
る
。
悩
ん
だ
末
、
説
明

パ
ネ
ル
と
ス
ケ
ッ
チ
を
前
面

に
置
い
た
。
説
明
文
を
考
え

る
の
も
学
生
。
塚
田
大
貴
さ

ん
（
文
３
）
は
「
簡
潔
に
伝

え
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
、
と
て
も
難
し
か
っ

た
」
と
語
る
。

　
土
曜
２
限
チ
ー
ム
は
藍
染

体
験
の
展
示
に
取
り
組
ん

だ
。
作
品
に
広
い
ス
ペ
ー
ス

を
取
り
、
順
番
を
意
識
し
て

説
明
パ
ネ
ル
を
配
置
。
宗
村

英
利
香
さ
ん
（
人
間
科
学

３
）
は
「
み
ん
な
で
意
見
を

出
し
合
い
な
が
ら
、
楽
し
く

作
業
で
き
た
」
と
話
し
た
。

　
授
業
全
般
を
通
じ
て
佐
々

木
菜
々
さ
ん
（
文
３
）
は

「
学
芸
員
の
仕
事
は
研
究
だ

け
で
は
な
い
、
展
示
の
企
画

や
実
際
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
工

作
な
ど
幅
広
い
。
も
っ
と
知

識
を
深
め
な
く
て
は
」
と
決

意
を
新
た
に
し
た
。

　
髙
島
准
教
授
は
「
昨
年
ま

　
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
（
佐
竹

弘
靖
所
長
）
の
中
高
年
向
け

ス
ポ
ー
ツ
実
践
公
開
講
座
が

今
年
度
20
回
を
迎
え
た
。
記

念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
12
月
５

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。

　
同
公
開
講
座
は
「
開
か
れ

た
大
学
」
を
目
指
し
１
９
８

７
年
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
近

隣
の
市
民
を
対
象
に
始
ま
っ

た
。
指
導
は
ス
ポ
ー
ツ
研
究

所
所
属
の
教
員
が
あ
た
り
、

体
育
会
の
学
生
も
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
夏
期
休
暇
を
除

く
５
月
か
ら
11
月
ま
で
の
毎

週
火
曜
日
の
午
後
、
卓
球
、

テ
ニ
ス
、
水
泳
、
ゴ
ル
フ
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
７
種
目

を
行
っ
た
。
40
代
か
ら
80
代

ま
で
30
人
が
参
加
し
、
初
年

度
か
ら
続
け
て
参
加
し
て
い

る
人
も
い
る
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
当
日
は
、
受

講
生
、
教
員
、
名
誉
教
授
ら

約
50
人
が
出
席
。
和
や
か
に

懇
談
し
、
節
目
を
祝
っ
た
。

中
学
の
元
体
育
教
師
で
、
18

年
前
か
ら
汗
を
流
し
て
い
る

八
幡
は
る
み
さ
ん
（
69
歳
・

東
京
都
）
は
「
教
師
を
辞
め

て
運
動
不
足
を
感
じ
、
友
人

に
誘
わ
れ
て
始
め
た
。
楽
し

ん
で
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
の

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
。
講
師

の
中
に
は
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス

ト
が
い
る
し
、
大
学
の
施
設

を
使
え
る
と
こ
ろ
も
う
れ
し

い
」
と
充
実
し
た
講
座
内
容

を
話
す
。

　
講
座
は
来
年
度
も
継
続
し

て
行
わ
れ
る
。

Ａ
Ｉ
が
変
え
る
ク
ル
マ
の
未

来
｜
自
動
車
産
業
へ
の
警
鐘

と
期
待

 

中
村
吉
明
著

　
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
発

達
な
ど
に
よ
り
、
自
動
運

転
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
（
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
）、
電
気
自
動
車
、
コ
ネ

ク
テ
ッ
ド
カ
ー
が
今
後
の
ク

ル
マ
の
主
流
と
な
り
つ
つ
あ

り
、
そ
れ
ら
が
同
時
並
行
的

に
自
動
車
産
業
を
襲
い
、
日

本
の
自
動
車
産
業
に
変
革
を

促
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
従

来
の
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
単

体
で
評
価
し
て
い
た
ク
ル
マ

の
競
争
条
件
が
大
幅
に
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
ト
ヨ

タ
、
日
産
な
ど
、
自
動
車
組

み
立
て
メ
ー
カ
ー
の
将
来
が

危
ぶ
ま
れ
、
他
方
、
グ
ー
グ

ル
、
テ
ス
ラ
な
ど
の
新
た
な

プ
レ
ー
ヤ
ー
が
自
動
車
産
業

に
参
入
し
て
き
た
。

　
今
後
、
日
本
企
業
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
。
こ
れ
ら

は
危
機
な
の
か
、
チ
ャ
ン
ス

な
の
か
。
さ
ら
に
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
の
役
割
は
何
か
、
政
府

の
対
応
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
本
書
は
そ
れ
ら
の
疑
問

に
答
え
る
た
め
に
書
か
れ
た

本
で
あ
る
。（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版

・
本
体
１
６
０
０
円
＋
税
）

　
著
者
（
な
か
む
ら
・
よ
し

あ
き
）

経
済
学
部
教
授
。

産
業
技
術
論
。

最
終
講
義
ご
案
内

◆
日
髙
義
博
法
科
大
学
院
教

授▽
２
月
14
日
（
水
）
18
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
３
０
１

教
室

　
学
芸
員
課
程
「
博
物
館
実

習
」
で
は
今
年
度
、
実
物
資

料
の
展
示
実
習
を
導
入
し

た
。
テ
ー
マ
に
即
し
て
学
生

そ
れ
ぞ
れ
が
展
示
を
構
成

し
、
公
開
も
行
っ
た
。
昨
年

４
月
か
ら
利
用
開
始
と
な
っ

た
生
田
２
号
館
は
、
新
た
に

博
物
館
実
習
室
と
展
示
実
習

室
を
備
え
て
お
り
、
従
来
か

ら
一
歩
進
ん
だ
実
習
が
可
能

と
な
っ
た
。

　
博
物
館
実
習
は
内
田
欽
三

経
営
学
部
教
授
と
髙
島
裕
之

文
学
部
准
教
授
が
担
当
し
、

週
４
コ
マ
開
講
。
授
業
は
美

術
資
料
、
特
別
展
に
関
す
る

知
識
、
考
古
・
工
芸
資
料
の

記
録
法
な
ど
を
学
ぶ
学
内
実

習
と
、
各
博
物
館
で
実
務
を

学
ぶ
館
務
実
習
で
構
成
さ
れ

多
く
の
学
生
が
展
示
を
見
学
し
た

12
月
19
日

実物資料で展示学ぶ
生
田
２
号
館 

新
設
の
実
習
室
を
活
用

学芸員課程 博物館実習

パネルや資料を配置する受講生＝12月15日

教員の指導を受ける受講生の皆さん＝生田キャンパス

左
か
ら
佐
竹
所
長
、
第
１
回
か
ら
参
加
し

て
い
る
受
講
生
の
大
図
敬
子
さ
ん
、
野

呂
進
名
誉
教
授

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で

　
専
修
大
学
日
本
語
日
本
文

学
文
化
学
会
の
２
０
１
７
年

度
秋
期
大
会
が
12
月
11
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
馳
浩
衆
議
院
議
員
（
昭

59
文
）
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
向
け
た
日
本
語
教
育
を
考

え
る
　
日
本
語
教
育
推
進
基

本
法
制
定
に
向
け
て
」
と
題

し
、
１
時
間
半
に
わ
た
り
講

義
を
行
っ
た

写
真
。
学

生
、
大
学
院
生
、
教
員
な
ど

約
２
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　
馳
さ
ん
は
現
在
、
日
本
語

教
育
推
進
議
員
連
盟
の
事
務

局
長
を
務
め
て
お
り
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
む

中
、
日
本
語
を
国
際
的
に

「
普
及
・
推
進
」
す
る
と
と

も
に
、
留
学
生
ら
の
日
本
語

教
育
の
「
質
の
保
証
」
の
た

め
に
も
日
本
語
教
師
の
資
格

化
が
必
要
だ
と
し
、「
日
本

語
教
育
推
進
基
本
法
案
」

（
仮
称
）
の
成
立
を
目
指
し

馳
氏
が
特
別
講
義

日
語
日
文
学
会

で
の
実
習
は
『
資
料
を
み
る

目
を
養
う
』
と
こ
ろ
ま
で
だ

っ
た
が
、
展
示
実
習
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
深

く
、
活い

き
た
学
び
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
手
探
り
だ
が
、
い

つ
か
実
習
生
企
画
の
展
示
会

を
開
催
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
展
示
は
12
月
18
日
か
ら
21

日
の
昼
休
み
に
公
開
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
実
践
公
開
講
座 
20
回
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

訃　
　

報

市
川
辰
雄
氏
（
い
ち
か
わ
・

た
つ
お
）
学
校
法
人
専
修
大

学
常
務
理
事
、
学
校
法
人
北

上
学
園
理
事

　
１
月
２
日
、
65
歳
で
死

去
。
１
９
７
５
年
専
修
大
学

入
職
。
教
務
部
長
な
ど
を
経

て
２
０
０
９
年
専
修
大
学
理

事
。
12
年
常
務
理
事
（
石
巻

専
修
大
学
担
当
）。
学
校
法

人
専
修
大
学
松
戸
高
等
学
校

理
事
、
学
校
法
人
玉
名
学
園

評
議
員
な
ど
を
務
め
た
。

　英語だけでなく第二外国語を学ぶ

と、それぞれの言語の「考え方」のよ

うなものがお

ぼろげに見え

ることがあ

る。私にとっ

てその体験は比較表現だった。以下の

二つの文を見てほしい。

　　She is older than me.

　　Sie ist älter als ich.

　いずれも「彼女は私より年上だ」と

いう意味の文で、前者は英語、後者は

ドイツ語である。私が驚いたのは、

“than me”という表現だ。20年も前

に学校で習った文法では、比較の基準

とその対象は格をそろえなければな

らない、と教えられた。だから英文

の場合、比較の対象（she）は主格な

ので、その基準となる「私」は主格

（I）でなければならない、と思って

いた。実際、ドイツ語では比較の対象

（sie）に合わせて、その基準（ich）

も主格になっている。ところが、こん

にちの英語では違うらしい。

　　常用：She is older than me.

　　まれ：She is older than I.

　ああ、学校文法の弊害。そう嘆きた

くなるが、私にはこの現象が「面白

い」。たしかに、現在の英語では後者

は古めかしい

言い方かもし

れないが、ド

イツ語を学ん

だ私にはこちらの方が正統派に見える

のである。何となく、現代の変化に対

応させる英語と昔ながらの規則を守る

ドイツ語の体質の違いを感じてしまう

のは、気のせいだろうか。

　いずれにせよはっきりしているの

は、言語の用法に唯一不変の正解はな

い、ということだろう。「正しい○○

語」のような標語のいかがわしさにだ

まされないためにも、貪欲な外国語学

習は役に立つと信じてやまない次第で

ある。（担当は経済学史）
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恒木健太郎 経済学部准教授

比較表現から学んだ

第二外国語学習の楽しみ


